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(百万円未満切捨て)

１．2022年３月期第２四半期の連結業績（2021年４月１日～2021年９月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

営業収益 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年３月期第２四半期 187,727 24.2 374 － 605 － 1 －

2021年３月期第２四半期 151,205 △20.6 △11,214 － △13,218 － △10,969 －

(注) 包括利益 2022年３月期第２四半期 704百万円( －％) 2021年３月期第２四半期 △11,636百万円( －％)
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2022年３月期第２四半期 0.01 0.01

2021年３月期第２四半期 △139.26 －
.

(注) 前第２四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式は存在するものの
　 １株当たり四半期純損失であるため、記載していません。
　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2022年３月期第２四半期 714,362 169,008 22.8

2021年３月期 707,804 169,946 23.2

(参考) 自己資本 2022年３月期第２四半期 162,978百万円 2021年３月期 164,157百万円

　　　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年３月期 － 12.50 － 12.50 25.00

2022年３月期 － 12.50

2022年３月期(予想) － 12.50 25.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 有

　

３．2022年３月期の連結業績予想（2021年４月１日～2022年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

営業収益 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 390,400 12.8 5,000 － 5,000 － 2,500 － 31.74

(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有
　

　



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 有

　 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)
　

新規 １社 （社名） パラゴン都市開発株式会社

　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無
　

　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　

（注）詳細は、添付資料12ページ「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に関する注記
事項（会計方針の変更）」をご覧ください。

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2022年３月期２Ｑ 79,360,186株 2021年３月期 79,360,186株

② 期末自己株式数 2022年３月期２Ｑ 526,952株 2021年３月期 580,244株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2022年３月期２Ｑ 78,807,944株 2021年３月期２Ｑ 78,771,175株
　

（注）自己株式数については、役員向け株式給付信託に残存する当社株式（2022年３月期２Ｑ：165,466株、2021年
３月期：211,219株）を含めて記載しています。

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると

判断する一定の前提に基づいており、当社としてその実現を約束する趣旨のものではありません。また、実際の業

績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあた

っての注意事項等については、添付資料７ページ「１.当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想など

の将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

(単位：百万円)

前第２四半期
連結累計期間

当第２四半期
連結累計期間

増減額 増減率

営業収益 151,205 187,727 36,522 24.2%

営業利益又は

営業損失（△）
△11,214 374 11,588 －

経常利益又は

経常損失（△）
△13,218 605 13,823 －

親会社株主に帰属する
四半期純利益又は
親会社株主に帰属する
四半期純損失（△）

△10,969 1 10,970 －

当第２四半期連結累計期間の営業収益は、物流業における国際物流事業で輸出入取扱高が増加したことや、運輸業や

レジャー・サービス業で新型コロナウイルス感染症の影響による外出自粛などで需要が低迷したものの、前年同期から

は回復したことから1,877億２千７百万円（前年同期比 24.2％増）となり、営業利益は、引き続きコスト抑制に努めた

ことなどもあり３億７千４百万円（前年同期は営業損失112億１千４百万円）となりました。

経常利益は、持分法適用会社である福岡国際空港㈱における持分法による投資損失の減少などにより６億５百万円

（前年同期は経常損失132億１千８百万円）となりました。

親会社株主に帰属する四半期純利益は１百万円（前年同期は親会社株主に帰属する四半期純損失109億６千９百万円）

となりました。

なお、第１四半期連結会計期間の期首より、「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日。

以下「収益認識会計基準」という。）等を適用しています。このため、前年同期比較は基準の異なる算定方法に基づい

た数値を用いています。詳細については、添付資料12ページ「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結

財務諸表に関する注記事項（会計方針の変更）」に記載しています。

　各セグメントの業績は次のとおりです。

　第１四半期連結会計期間の期首に、吸収合併を伴う連結子会社の組織再編を実施し、一部連結子会社の事業において、

セグメントの区分を変更しています。

　なお、前第２四半期連結累計期間のセグメント情報については、当該変更後の区分に基づき作成したものを開示して

います。

(単位：百万円)

営業収益 営業利益又は営業損失（△）

前第２四半期
連結累計期間

当第２四半期
連結累計期間

増減額 増減率
前第２四半期
連結累計期間

当第２四半期
連結累計期間

増減額 増減率

運輸業 26,931 30,019 3,088 11.5% △8,374 △3,931 4,443 －

不動産業 24,089 31,613 7,523 31.2% 1,952 3,193 1,240 63.5%

流通業 37,061 33,462 △3,598 △ 9.7% 922 269 △652 △ 70.7%

物流業 48,959 77,560 28,600 58.4% 1,241 4,763 3,522 283.8%

レジャー・サービス業 8,589 9,785 1,196 13.9% △6,715 △4,361 2,354 －

小計 145,631 182,442 36,811 25.3% △10,973 △65 10,907 －

その他 16,433 13,521 △2,912 △ 17.7% △1 504 505 －

調整額 △10,859 △8,236 2,623 － △238 △63 175 －

連結 151,205 187,727 36,522 24.2% △11,214 374 11,588 －
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①運輸業

　鉄道事業及びバス事業では、新型コロナウイルス感染症の影響による外出自粛やイベントの中止・縮小などによ

り旅客人員が低迷したものの、前年同期からは回復したことや、運賃施策・ＩＣポイント施策の見直しを実施した

ことなどにより増収となりました。その結果、運輸業の営業収益は300億１千９百万円（前年同期比 11.5％増）、

営業損失は39億３千１百万円（前年同期は営業損失83億７千４百万円）となりました。

　なお、旅客人員は鉄道事業で 8.0％増（前年同期比）、バス事業（乗合）で 6.0％増（前年同期比）となりまし

た。

②不動産業

　住宅事業では、「サンリヤン横浜鶴見ブランシエラ」などの分譲マンション販売戸数が増加し増収となりまし

た。また、賃貸事業では、商業施設の賃貸収入が回復したことなどにより増収となりました。その結果、不動産業

の営業収益は316億１千３百万円（前年同期比 31.2％増）、営業利益は31億９千３百万円（前年同期比 63.5％増）

となりました。

　なお、分譲販売区画数は351区画（前年同期比 161区画増）となりました。

③流通業

　ストア事業では、収益認識会計基準等の適用に伴い代理人として関与した取引について営業収益を純額とした影

響や、巣ごもり需要の反動減などにより減収となりました。その結果、流通業の営業収益は334億６千２百万円（前

年同期比 9.7％減）となりました。営業利益は、ストア事業での粗利率の低下や販促費の増加などもあり２億６千

９百万円（前年同期比 70.7％減）となりました。

　なお、収益認識会計基準等の適用により、営業収益は34億１千８百万円減少しました。営業利益への影響はあり

ませんでした。

④物流業

　国際物流事業では、海外経済の改善などにより輸出入取扱高が増加し増収となりました。その結果、物流業の営

業収益は775億６千万円（前年同期比 58.4％増）となりました。営業利益は、国際物流事業での粗利の増加なども

あり47億６千３百万円（前年同期比 283.8％増）となりました。

　国際貨物取扱高は、航空輸出で 37.6％増（前年同期比）、航空輸入で 12.3％増（前年同期比）、海運輸出で

18.9％増（前年同期比）、海運輸入で 21.5％増（前年同期比）となりました。

　なお、収益認識会計基準等の適用に伴い輸出取引の収益の計上時期を変更したことにより、営業収益は17億９百

万円減少し、営業利益は２億６千９百万円減少しました。

⑤レジャー・サービス業

　ホテル事業では、新型コロナウイルス感染症の影響による海外からの移動の制限や国内での移動自粛などを受け

て稼働が低迷したものの、前年同期からは回復し増収となりました。旅行事業においても、感染症の影響により国

内外の旅行客数は低迷したものの、前年同期からは回復し増収となりました。これらの結果、レジャー・サービス

業の営業収益は97億８千５百万円（前年同期比 13.9％増）、営業損失は43億６千１百万円（前年同期は営業損失67

億１千５百万円）となりました。

⑥その他

　収益認識会計基準等の適用に伴い代理人として関与した取引について営業収益を純額としたことや、建設工事等

の収益の計上時期を変更した影響などにより、その他の営業収益は135億２千１百万円（前年同期比 17.7％減）と

なりました。営業利益は、金属リサイクル事業での国内鉄スクラップ相場等の上昇による粗利の増加などにより５

億４百万円（前年同期は営業損失１百万円）となりました。

　なお、収益認識会計基準等の適用により、営業収益は31億２千８百万円減少し、営業利益は４千８百万円増加し

ました。
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（セグメント別損益概況)

（単位：百万円）

運輸業 26,931 30,019 3,088 11.5 △8,374 △3,931 4,443 -

鉄道事業 7,330 8,150 819 11.2 △1,538 △418 1,119 -

バス事業 18,304 20,917 2,613 14.3 △6,187 △3,094 3,093 -

(バス事業実質)※1 (16,717) (19,111) (2,394) (14.3) - - - -

他 5,492 4,845 △646 △11.8 △660 △445 215 -

調整額 △4,196 △3,894 302 - 12 27 14 -

不動産業 24,089 31,613 7,523 31.2 1,952 3,193 1,240 63.5

賃貸事業 11,222 11,922 699 6.2 2,520 2,458 △61 △2.5

住宅事業 8,931 15,698 6,767 75.8 △704 341 1,045 -

他 5,677 5,986 309 5.5 117 392 274 233.1

調整額 △1,742 △1,995 △252 - 18 0 △17 -

流通業 37,061 33,462 △3,598 △9.7 922 269 △652 △70.7

ストア事業 35,246 31,235 △4,011 △11.4 986 280 △706 △71.6

生活雑貨販売業 1,815 2,227 412 22.7 △24 28 53 -

調整額 △0 △0 0 - △38 △39 △0 -

物流業 48,959 77,560 28,600 58.4 1,241 4,763 3,522 283.8

国際物流事業 49,653 81,273 31,620 63.7 1,428 4,696 3,268 228.9

国内物流事業 4,839 5,285 446 9.2 △11 183 194 -

調整額 △5,533 △8,998 △3,465 - △175 △115 59 -

レジャー・サービス業 8,589 9,785 1,196 13.9 △6,715 △4,361 2,354 -

ホテル事業 6,101 6,893 792 13.0 △4,701 △3,833 867 -

(ホテル事業実質)※2 (2,237) (3,189) (951) (42.5) - - - -

旅行事業 269 594 324 120.4 △1,103 △405 698 -

娯楽事業 1,549 1,893 344 22.2 △217 221 438 -

他 5,074 4,587 △486 △9.6 △654 △349 305 -

調整額 △4,405 △4,183 222 - △39 4 44 -

145,631 182,442 36,811 25.3 △10,973 △65 10,907 -

その他 16,433 13,521 △2,912 △17.7 △1 504 505 -

調整額 △10,859 △8,236 2,623 - △238 △63 175 -

151,205 187,727 36,522 24.2 △11,214 374 11,588 -

※１ バス事業の営業収益は内部取引を除くと14.3％の増となります。

※２ ホテル事業の営業収益は内部取引を除くと42.5％の増となります。

当第２四半期
連結累計期間 増減額 増減率(％)

連結

小　　計

前第２四半期
連結累計期間

営業収益 営業利益又は営業損失（△）

前第２四半期
連結累計期間

当第２四半期
連結累計期間 増減額 増減率(％)
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（数量等）

①鉄道旅客人員・旅客収入（運輸業）

単位

旅 客 人 員 千人

定 期 外 千人

定　期 千人

旅 客 収 入 百万円

定 期 外 百万円

定　期 百万円

②乗合バス旅客人員・旅客収入（運輸業）

単位

旅 客 人 員 千人

定 期 外 千人

定　期 千人

旅 客 収 入 百万円

定 期 外 百万円

定　期 百万円

③分譲販売区画数（不動産業）

単位

区画

ﾏ ﾝ ｼ ｮ ﾝ 戸

戸 建 区画

ﾘﾉﾍﾞｰｼｮﾝ 戸

④国際貨物取扱高（物流業）

単位

航 空 輸 出 千ﾄﾝ

航 空 輸 入 千件

海 運 輸 出 千TEU

海 運 輸 入 千TEU

⑤国内宿泊主体型ホテル客室単価、稼働率、Rev PAR（レジャー・サービス業）

単位

客室単価 円 7,584

稼働率 ％ 17.6

Rev PAR 円 1,334

　（　）内は、既存ホテル数値：当期および前期のいずれにも営業していたホテルを対象

前第２四半期
連結累計期間

当第２四半期
連結累計期間

増減 増減率（％）

39,773 42,967 3,194 8.0

14,545 15,879 1,334 9.2

25,228 27,088 1,860 7.4

6,949 7,758 809 11.6

3,615 4,099 483 13.4

3,333 3,658 325 9.8

前第２四半期
連結累計期間

当第２四半期
連結累計期間

増減 増減率（％）

93,390 98,985 5,595 6.0

46,057 52,065 6,008 13.0

47,333 46,920 △ 413 △ 0.9

14,549 16,945 2,395 16.5

9,475 11,741 2,266 23.9

5,073 5,203 129 2.6

前第２四半期
連結累計期間

当第２四半期
連結累計期間

増減 増減率（％）

分譲販売区画数 190 351 161 84.7

106 260 154 145.3

74 88 14 18.9

10 3 △7 △70.0

前第２四半期
連結累計期間

当第２四半期
連結累計期間

増減 増減率（％）

52 72 19 37.6

174 196 21 12.3

37 45 7 18.9

53 64 11 21.5

前第２四半期
連結累計期間

当第２四半期
連結累計期間

増減 増減率（％）

(7,615) 6,656 (6,410) △ 928 (△ 1,205) △ 12.2 (△15.8)

(18.0) 29.5 (29.5) 11.9P (11.5P) -

(37.7)(1,373) 1,965 (1,890) 631 (517) 47.3
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( 収益認識会計基準等の影響 )

（単位：百万円）

前第２四半期
連結累計期間

当第２四半期
連結累計期間

増減額 増減率
前第２四半期
連結累計期間

当第２四半期
連結累計期間

増減額 増減率

26,931 30,019 3,088 11.5% △ 8,374 △ 3,931 4,443 － 

 ( 30,217 )  ( 3,286 ) ( 12.2% ) ( △ 3,902 )  ( 4,471 ) ( － ) 

24,089 31,613 7,523 31.2% 1,952 3,193 1,240 63.5% 

 ( 31,932 )  ( 7,843 ) ( 32.6% )  ( 3,388 )  ( 1,435 ) ( 73.5% ) 

37,061 33,462 △ 3,598 △ 9.7% 922 269 △ 652 △ 70.7% 

 ( 36,881 ) ( △ 180 ) ( △ 0.5% )  ( 269 ) ( △ 652 ) ( △ 70.7% ) 

48,959 77,560 28,600 58.4% 1,241 4,763 3,522 283.8% 

 ( 79,269 )  ( 30,309 ) ( 61.9% )  ( 5,032 )  ( 3,791 ) ( 305.4% ) 

8,589 9,785 1,196 13.9% △ 6,715 △ 4,361 2,354 － 

 ( 10,777 )  ( 2,187 ) ( 25.5% ) ( △ 4,366 )  ( 2,349 ) ( － ) 

145,631 182,442 36,811 25.3% △ 10,973 △ 65 10,907 － 

 ( 189,078 )  ( 43,447 ) ( 29.8% )  ( 421 )  ( 11,395 ) ( － ) 

16,433 13,521 △ 2,912 △ 17.7% △ 1 504 505 － 

 ( 16,649 )  ( 215 ) ( 1.3% )  ( 455 )  ( 457 ) ( － ) 

△ 10,859 △ 8,236 2,623 － △ 238 △ 63 175 － 

( △ 10,835 )  ( 24 ) ( － ) ( △ 62 )  ( 176 ) ( － ) 

151,205 187,727 36,522 24.2% △ 11,214 374 11,588 － 

 ( 194,893 )  ( 43,688 ) ( 28.9% )  ( 814 )  ( 12,028 ) ( － ) 

※第１四半期連結会計期間の期首より、収益認識会計基準等を適用しています。

※下段（　）は収益認識会計基準等の適用前の数値を記載しています。

小計

その他

調整額

連結

営業利益又は営業損失（△）

運輸業

不動産業

流通業

物流業

レジャー・サービス業

営業収益
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（２）財政状態に関する説明
　 (単位：百万円)

前連結会計年度
当第２四半期
連結会計期間末

増減

資産合計 707,804 714,362 6,557

負債合計 537,858 545,353 7,495

純資産合計 169,946 169,008 △ 937

有利子負債 345,446 357,441 11,995

(注)有利子負債は、借入金 ＋ コマーシャル・ペーパー ＋ 社債により算出しています。

　資産は、現金及び預金の増加等により、前連結会計年度末に比べ65億５千７百万円増加し、7,143億６千２百万円

となりました。

　負債は、支払手形及び買掛金が減少した一方、有利子負債の増加等により、前連結会計年度末に比べ74億９千５

百万円増加し、5,453億５千３百万円となりました。

　純資産は、為替換算調整勘定が増加した一方、その他有価証券評価差額金の減少や剰余金の配当などによる利益

剰余金の減少等により、前連結会計年度末に比べ９億３千７百万円減少し、1,690億８百万円となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　2022年３月期の通期連結業績予想につきましては、当第２四半期連結累計期間の業績および各事業セグメントの

今後の見通しを踏まえ、2021年５月13日公表の内容から変更しています。

　詳細につきましては、本日（2021年11月10日）公表いたしました「業績予想の修正、剰余金の配当（中間配当）

および配当予想に関するお知らせ」をご参照ください。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2021年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 51,384 61,792

受取手形及び売掛金 48,227 -

受取手形、売掛金及び契約資産 - 40,299

販売土地及び建物 60,050 61,810

商品及び製品 3,784 4,045

仕掛品 1,006 554

原材料及び貯蔵品 2,225 2,247

その他 14,380 17,299

貸倒引当金 △119 △134

流動資産合計 180,940 187,915

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 189,099 192,630

機械装置及び運搬具（純額） 17,102 16,050

土地 132,410 132,151

建設仮勘定 91,422 89,599

その他（純額） 7,964 7,778

有形固定資産合計 437,999 438,210

無形固定資産

のれん 258 176

その他 4,216 3,918

無形固定資産合計 4,475 4,095

投資その他の資産

投資有価証券 49,661 47,945

退職給付に係る資産 3,950 4,026

繰延税金資産 12,044 13,161

その他 19,104 19,362

貸倒引当金 △371 △354

投資その他の資産合計 84,389 84,141

固定資産合計 526,863 526,446

資産合計 707,804 714,362
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2021年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 41,442 27,950

短期借入金 43,168 46,269

コマーシャル・ペーパー 10,000 -

未払消費税等 841 1,221

未払法人税等 914 892

前受金 67,808 71,999

賞与引当金 4,769 4,448

その他の引当金 139 95

その他 21,560 24,264

流動負債合計 190,645 177,142

固定負債

社債 122,000 152,000

長期借入金 170,277 159,171

繰延税金負債 1,210 1,113

その他の引当金 775 385

退職給付に係る負債 23,347 23,397

長期預り保証金 24,760 27,313

その他 4,840 4,828

固定負債合計 347,212 368,210

負債合計 537,858 545,353

純資産の部

株主資本

資本金 26,157 26,157

資本剰余金 12,622 12,608

利益剰余金 120,103 118,556

自己株式 △1,220 △1,097

株主資本合計 157,661 156,224

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 8,909 7,252

繰延ヘッジ損益 △852 △939

為替換算調整勘定 △1,745 274

退職給付に係る調整累計額 184 166

その他の包括利益累計額合計 6,495 6,754

新株予約権 442 430

非支配株主持分 5,346 5,599

純資産合計 169,946 169,008

負債純資産合計 707,804 714,362
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間

(自 2020年４月１日
　至 2020年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年９月30日)

営業収益 151,205 187,727

営業費

運輸業等営業費及び売上原価 147,901 173,094

販売費及び一般管理費 14,517 14,258

営業費合計 162,419 187,352

営業利益又は営業損失（△） △11,214 374

営業外収益

受取利息 18 14

受取配当金 447 502

雇用調整助成金 1,044 1,026

雑収入 715 1,102

営業外収益合計 2,225 2,645

営業外費用

支払利息 964 1,088

持分法による投資損失 3,035 917

雑支出 229 408

営業外費用合計 4,229 2,414

経常利益又は経常損失（△） △13,218 605

特別利益

固定資産売却益 0 1,121

工事負担金等受入額 96 14

その他 1,271 0

特別利益合計 1,368 1,136

特別損失

固定資産圧縮損 90 14

減損損失 619 147

投資有価証券評価損 0 89

福ビル街区建替関連費用 597 -

その他 2 0

特別損失合計 1,311 251

税金等調整前四半期純利益又は
税金等調整前四半期純損失（△）

△13,160 1,490

法人税、住民税及び事業税 629 1,294

法人税等調整額 △2,993 △204

法人税等合計 △2,364 1,089

四半期純利益又は四半期純損失（△） △10,796 400

非支配株主に帰属する四半期純利益 173 399

親会社株主に帰属する四半期純利益又は
親会社株主に帰属する四半期純損失（△）

△10,969 1
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四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間

(自 2020年４月１日
　至 2020年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年９月30日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） △10,796 400

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △204 △1,658

繰延ヘッジ損益 △1 △1

為替換算調整勘定 △428 1,021

退職給付に係る調整額 63 △17

持分法適用会社に対する持分相当額 △269 959

その他の包括利益合計 △839 303

四半期包括利益 △11,636 704

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △11,745 259

非支配株主に係る四半期包括利益 109 444
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

　「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、

当該財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することとしています。これによる主な変

更点は以下のとおりです。

(1)定期券発売に係る収益認識

　従来は、発売日を基準とした期間計算に基づき収益を認識していましたが、有効開始日から履行義務が充足さ

れることから、有効開始日を基準とした期間計算に基づき収益を認識しています。

(2)シニアマンション入居一時金に係る収益認識

　従来は、想定居住期間を超えて入居契約が継続する場合に備えて受領する入居一時金について、当該入居一時

金の返還不要が確定した時点に収益を認識していましたが、入居契約が終了した時点もしくは、想定居住期間を

超えた場合は、その後の居住期間を合理的に見積り、当該期間に応じて履行義務が充足されることから、当該期

間にわたり収益を認識しています。

(3)代理人取引に係る収益認識

　従来顧客から受け取る対価の総額を収益として認識していた取引のうち、顧客への財又はサービスの提供にお

ける当社グループの役割が代理人に該当する取引については、顧客から受け取る額から仕入先に支払う額を控除

した純額で収益を認識しています。

(4)国際貨物の運送サービス（輸出）に係る収益認識

　従来は、出荷業務の完了時点に収益を認識していましたが、顧客と合意した地点に貨物が到着した時点で履行

義務が充足されることから、当該時点で収益を認識しています。

(5)広告掲載料に係る収益認識

　従来は、掲載時点に収益を認識していましたが、掲載期間にわたり履行義務が充足されることから、当該期間

にわたり収益を認識しています。

(6)工事契約に係る収益認識

　従来は、進捗部分について成果の確実性が認められる工事については工事進行基準で収益を認識し、その他の

工事については工事完成基準で収益を認識していましたが、履行義務を充足するにつれて、一定の期間にわたり

収益を認識する方法に変更しています。なお、契約における取引開始日から完全に履行義務を充足すると見込ま

れる時点までの期間がごく短い工事契約については代替的な取扱いを適用し、一定の期間にわたり収益を認識せ

ず、完全に履行義務を充足した時点で収益を認識しています。
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　収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従って

おり、第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、第１四半

期連結会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しています。ただし、収

益認識会計基準第86項に定める方法を適用し、第１四半期連結会計期間の期首より前までに従前の取扱いに従っ

てほとんどすべての収益の額を認識した契約に、新たな会計方針を遡及適用していません。

　この結果、当第２四半期連結累計期間の営業収益は7,166百万円減少し、営業費は6,726百万円減少し、営業利

益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益はそれぞれ440百万円減少しています。また、利益剰余金の当期首残

高は554百万円減少しています。

　収益認識会計基準等を適用したため、前連結会計年度の連結貸借対照表において、「流動資産」に表示してい

た「受取手形及び売掛金」は、第１四半期連結会計期間より「受取手形、売掛金及び契約資産」に含めて表示す

ることとしました。なお、収益認識会計基準第89-２項に定める経過的な取扱いに従って、前連結会計年度につい

て新たな表示方法により組替えを行っていません。

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号 2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基

準」（企業会計基準第10号 2019年７月４日）第44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等

が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することとしています。なお、四半期連結財務諸表に与える影

響はありません。

（セグメント情報）

前第２四半期連結累計期間(自 2020年４月１日 至 2020年９月30日)

１．報告セグメントごとの営業収益及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント
その他
(注)１

調整額
(注)２

四半期連結

損益計算書

計上額運輸業 不動産業 流通業 物流業
レジャー・

サービス業
計

営業収益 26,931 24,089 37,061 48,959 8,589 145,631 16,433 △10,859 151,205

セグメント利益
又は損失（△）

△8,374 1,952 922 1,241 △6,715 △10,973 △1 △238 △11,214

(注)１.「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、ICカード事業、車両整備関連事業、

　 建設関連事業及び金属リサイクル事業を含んでいます。

２.セグメント利益又は損失(△)の調整額△238百万円は、報告セグメントに帰属しない親会社の管理費△489百

　 万円及びセグメント間取引消去額250百万円です。

３.上記のセグメント情報は、連結子会社の組織再編に伴い変更後の区分に基づき作成したものを開示していま

　 す。

当第２四半期連結累計期間(自 2021年４月１日 至 2021年９月30日)

１．報告セグメントごとの営業収益及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント
その他
(注)１

調整額
(注)２

四半期連結

損益計算書

計上額運輸業 不動産業 流通業 物流業
レジャー・

サービス業
計

営業収益 30,019 31,613 33,462 77,560 9,785 182,442 13,521 △8,236 187,727

セグメント利益
又は損失（△）

△3,931 3,193 269 4,763 △4,361 △65 504 △63 374

(注)１.「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、ICカード事業、車両整備関連事業、

　 建設関連事業及び金属リサイクル事業を含んでいます。

２.セグメント利益又は損失(△)の調整額△63百万円は、報告セグメントに帰属しない親会社の管理費△381百

　 万円及びセグメント間取引消去額317百万円です。
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２．報告セグメントの変更等に関する事項

　第１四半期連結会計期間の期首に、グループ経営の更なる効率化を図るため、「不動産業」の㈱スピナは「レジャ

ー・サービス業」の㈱サンレストを吸収合併しました。この組織再編に伴い、従来㈱サンレストが行っていた事業は

「レジャー・サービス業」から「不動産業」へ変更しています。

　なお、前第２四半期連結累計期間のセグメント情報については、当該変更後の区分に基づき作成したものを開示し

ています。

　また、（会計方針の変更）に記載のとおり、第１四半期連結会計期間の期首から収益認識会計基準等を適用し、収

益認識に関する会計処理方法を変更したため、事業セグメントの利益又は損失の算定方法を同様に変更しています。

　当該変更により、従来の方法に比べて、当第２四半期連結累計期間の「運輸業」の営業収益は198百万円減少、セグ

メント損失は28百万円増加、「不動産業」の営業収益は319百万円減少、セグメント利益は194百万円減少、「流通

業」の営業収益は3,418百万円減少、「物流業」の営業収益は1,709百万円減少、セグメント利益は269百万円減少、

「レジャー・サービス業」の営業収益は991百万円減少、セグメント損失は５百万円減少、「その他」の営業収益は

3,128百万円減少、セグメント利益は48百万円増加しています。

（重要な後発事象）

コマーシャル・ペーパーの発行

　当社は、運転資金の確保を目的として、コマーシャル・ペーパーを次のとおり発行しました。

(1) 発行年月日 2021年10月１日

(2) 発行総額 100億円

(3) 利率 短期金融市場金利を勘案して決定した利率

(4) 償還期限 2022年３月31日

(5) 償還方法 満期一括償還
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